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技術・家庭科学習指導案

日 時 平成１０年１０月２２日（木）

生 徒 第２学年２組

男子 名女子 名 計 名21 17 38
授業会場 金工室

指 導 者 札幌市立札苗北中学校

教諭 福井 浩史

Ⅰ 領域・題材

電気・電気の安全な使い方

（コードのはたらきを調べよう）

Ⅱ 領域・題材の目標と学習のねらい

今日，私たちの生活の中で，電気の果たしてい

る役割は大きい。日々の生活で便利さや快適さを

求め，ますます電気に頼っていく場面が多くなっ

てきている。

技術が進むにつれ，いままで考えられなかった

電気機器も開発されてきた。これからは，省エネ

ルギーの問題や環境に優しい製品開発，リサイク

ルのことまで踏み込んだものが要求されていくこ

とだろう。

ところで，子ども達や私たちも含めて，現在，

電気機器を日常利用しているが，しくみや構造な

どがどうなっているのか わからないものが多い， 。

電気領域の学習の目標では 「電気機器の取り，

扱いや簡単な電気回路の設計と製作を通して，電

気回路の構成および電子の働きと利用について理

解させ，電気機器を安全かつ適切に活用する能力

を養う」となっている。この領域の学習では，単

に電気機器の種類・用途を知識として覚えさせる

のではなく，日常生活に必要な事項を身のまわり

の電気機器や部品を手にすることによって学習で

きるように配慮していきたい。

さらに，この題材では 「電気回路を構成する，

について理解させる 「電気回路を構成する部分」

について関心をもたせ，それぞれの働きについて

理解させる」ことが目標となっている。

この題材では，電気機器に関心を持ち，回路を

構成する部分について意欲的に学んでいくことを

中心に学習を進めていきたい。さらに，自ら課題

を持ち，課題を解決するために，試行錯誤しなが

ら解決の糸口を見つけていく力を培っていきた

い。

Ⅲ 研究とのかかわり

本研究では，授業の導入の段階で学習課題を無

理に絞り込むことなく 幅のあるものを設定する， 。

そして，生徒自身が課題を追求していく中で，学

習課題が絞り込まれ，明確になっていく。また，

生徒自身，または友達同士で試行錯誤しながら，

課題を解決していくことになる。

そこでは，教師は生徒に学ばせる，あるいは気

づかせる指導や支援を工夫することが重要なポイ

ントとなる。

今回の授業では，まず前時に，生徒自らがコー

ドのはたらきを調べるための実験方法を様々な視

点から考え，または気づかせ，さらに，本時では

それらの実験を通し，課題解決をしていくことで

生徒が「教わる姿勢」から「自ら学ぶ力」をつけ

ていくような支援をしながら授業を展開させてい

きたい。

Ⅳ 学習の全体計画（概略） （全体３５時間 本時１９／３５）

①電気エネルギー ②電気回路のしくみ( ) ⑥簡単な電気回路の設計と製作( )6 8

と生活( ) 通り道，電源，負荷 電気スタンドの設計と製作2

③電気回路のくふう( )8

回路，図記号，回路計

④電気の安全な使い方( ) ⑦これからの生活と電気エネルギー4

制御，電気材料，コード の利用( )1

⑤電気エネルギーの利用( ) 利用状況と省エネルギー6
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